
平成１９年度 第４３回秋田県病院薬剤師会総会 

並びに学術講演会 
 
日 時 ： 平成 1９年５月１９日（土）～ ２０日（日） 
場 所 ： たざわこ芸術村「温泉ゆぽぽ」 

       〒014-1192 秋田県仙北市田沢湖卒田字早稲田430 

TEL 0187-44-3333 / FAX 0187-44-3334 
日 程  
５月１９日（土） 

14：30 受付開始 
15：00 平成１９年度第４３回秋田県病院薬剤師会総会 
16：00 秋田県病院薬剤師会賞・臨床薬学賞・学術奨励賞表彰式 
16：30 学術講演会 

座 長  秋田県病院薬剤師会 会長 菅原 信幸 先生 
臨床薬学賞受賞講演  

『音響癌化学療法におけるニューキノロン剤の 
殺細胞効果についての検討』 

       秋田大学医学部附属病院 薬剤部 小森 知世 先生 
特別講演  

『 システムで行う感染対策「抗菌薬適正使用策そして 
感染制御薬剤師の役割」 』 

岩手医科大学附属病院 感染対策室 小野寺 直人 先生 
18：30 懇親会および新入会員紹介 
 

５月２０日（日） 
 8：30 ワークショップ 

『 感染制御に関わる薬剤師の役割 』 
座 長 秋田県病院薬剤師会 副会長 太田 敏彦 先生 

                    発表施設  ３施設から発表 
10：00 記念写真、散会 

 
＊本学術講演会は、日本薬剤師研修センター認定研修（２単位）並びに秋田県病院薬剤師会生涯 
研修講座（２単位）に認定されております。    

 
 



平成１９年度 第４３回秋田県病院薬剤師会総会並びに学術講演会報告 

 

日 時 ： 平成１９年５月１９日（土） 

場 所 ： たざわこ芸術村温泉ゆぽぽ 仙北市田沢湖卒田字早稲田４３０ 

 
 第４３回秋田県病院薬剤会総会は平成１９年５月１９日午後３時より中道博之常任理事の総合司会で開催

された。三浦修副会長による開会の辞、菅原信幸会長による挨拶があり、来賓の渡辺勝宏先生（秋田県薬剤

師会会長）より祝辞をいただいた。続いて、日病薬会長伊賀立二先生、参議院議員藤井基之先生、薬事新報

社社長上野昭敬様より祝電をいただき、披露された。 
（議長選出） 
議長は太田寿孝先生（仙北組合総合病院）が選出され、現会員数４５５名に対し、総会出席者数６４名、

委任者数２７１名、合計３３５名と過半数に達しており、会則第１１条の２より本総会の成立が宣言された。 
（議事録署名人選出） 
議事録署名人は鎌田靖子先生（仙北組合総合病院）、阿部明日美先生（仙北組合総合病院）が選出された。 

（議事） 
報告事項 
（１）第４０回日病薬通常代議員会報告（村上松太郎副会長・日病薬代議員） 
（２）平成１８年度庶務報告（佐々木修理事）並びに生涯研修報告（宮腰都津子常任理事） 
（３）平成１８年度決算報告（後藤敏晴常任理事）並びに会計監査報告（佐々木のり子監事） 
以上の報告について、すべて拍手多数により承認された。 
協議事項 
（１）平成１９年度事業計画案（菅原信幸会長）並びに平成１９年度予算案（後藤敏晴常任理事）が述べ

られた。これに対し次の質疑応答が行われた。 
  質疑応答①：鈴木敏夫先生（秋田大学医学部附属病院）より、東北地区実務実習調整機構運営費負担 

金の運用について質問があり、菅原信幸会長より東北地区のワークショップ等の経費に８割が使用さ 
れているとの回答があった。 
質疑応答②：山先滋先生（市立秋田総合病院）より、人員配置基準関連（医師支援等）についての質 
問があり、菅原信幸会長よりＩＣＵ、ザールにおける薬剤師業務の視点にたった検討がなされている 
との回答があった。 

（２）次期開催地担当者挨拶（村上松太郎副会長） 
  来年度は県中央地区が担当する、今年度同様多数の参加を期待する、との挨拶があった。 
（３）その他として次の質疑応答があった。 
  質疑応答：鈴木敏夫先生（秋田大学医学部附属病院）より、生涯研修認定と専門薬剤師制度との関係 

について質問があり、菅原信幸会長よりがん専門薬剤師認定の必須事項となっているとの回答があっ 
た。 

以上、協議事項は満場一致により承認、可決された。 
太田敏彦副会長による閉会の辞があり、総会が終了した。 
 
 
 
 



（表彰式） 
続いて、平成１９年度秋田県病院薬剤師会表彰式が行われた。 
・平成１９年度学術奨励賞 

 小池善和先生（中通総合病院薬剤部）、加賀谷英彰先生（秋田大学医学部附属病院薬剤部）が受賞した。 

・平成１９年度臨床薬学賞 

 小森知世先生（秋田大学医学部附属病院薬剤部）が受賞した。 

・平成１９年度秋田県病院薬剤師会賞 

 後藤宗一先生（前市立横手病院）が受賞した。 

尚、後藤宗一先生には日本病院薬剤師会感謝状、記念品並びに日本病院薬剤師会有功会員の委嘱状が授与 

された。 

 

（学術講演会） 

秋田県病院薬剤師会会長菅原信幸先生の座長により、臨床薬学賞受賞講演及び特別講演が行われた。 

○臨床薬学賞受賞講演  

『音響癌化学療法におけるニューキノロン剤の殺細胞効果についての検討』 

            小森 知世 先生（秋田大学医学部附属病院 薬剤部） 

○特別講演  

『 システムで行う感染対策「抗菌薬適正使用策そして感染制御薬剤師の役割」』 

       小野寺 直人 先生（岩手医科大学附属病院 感染対策室） 

 

その後行われた懇親会は、淡路泰志先生（平鹿総合病院）の司会により進められた。わらび座団員による

和太鼓演奏や民謡、さらに新入会員紹介等などが行われ大いに盛り上がり１日目が終了した。 

 

〔２日目〕 

（ワークショップ）「感染制御に関わる薬剤師の役割」 

  秋田県病院薬剤師会副会長太田敏彦先生の座長により行われた。 

発表者 

   金沢 久男 先生（大館市立総合病院）「当院の院内感染制御活動」 

   ・抗生物質および消毒薬の使用状況、薬剤感受性、細菌検出状況、特殊抗生剤使用届、血流感染 

防止策、ＩＣＴによる病棟ラウンド、ノロウイルスアウトブレークの対応など院内感染制御活 

動の具体的内容について発表された。 

   戸舘 輝人 先生（鹿角組合総合病院）「当院におけるＴＤＭ業務の現状」  

・抗ＭＲＳＡ薬のＴＤＭ業務、特にバンコマイシン注の投与前設計の有用性について、症例を提 

示して詳しい解析内容が発表された。 

   後藤 敏晴 先生（秋田県成人病医療センター）「抗菌薬適正使用に向けての取組み」 

   ・中小病院としての立場から感染制御対策の中の抗菌薬適正使用への取組みについて、とくに医 

療スタッフへの講習会等の開催、ＴＤＭ、抗菌薬サーベランス、アンチバイオグラムの作成な 

ど多岐にわたる感染制御活動内容について発表された。 

パネラーの発表後、活発なディスカッションが行われた。 

また、ワークショップには特別講演の講師である岩手医科大学附属病院感染対策室の小野寺直人先 

生も参加され、抗ＭＲＳＡ薬の適正使用や組織で取り組む中での医療スタッフとのコミュニケーシ 

ョンなどについてもアドバイスを頂いた。 



座長より、感染制御は組織横断的な活動が必要である、その中で薬剤師の役割は非常に重要である、とり

わけ抗菌薬、消毒薬の適正使用に関しては期待も大きく、薬剤師の積極的な活動が望まれる。 

２日間で吸収したことを明日からの感染制御活動に大いに活かしていただきたい、とまとめていただき 

ワークショップを終了した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

最後に、参加者全員による記念写真を撮り散会となった。 



平成１９年度 事業計画 

 

1． 病院における薬剤師の配置基準の見直しと日病薬との連携強化 
 病院における薬剤師の配置基準の見直しは、社会保障審議会医療部会で「平成 18 年度内に検

討会を設置して検討を行なう」とされ、検討会が開かれた。日病薬でも特別委員会を設置し、

「病院における薬剤師の業務及び人員配置に関する実態調査」を行ない「安全で安心できる医

療と患者の薬物療法の質的向上に薬剤師がいかに貢献しているか」を実証する作業が進められ

ている。医療の安全を担保するには、「1 病棟に薬剤師を 1 人配置」、「1 人勤務薬剤師の解消」

は最低必要条件であり、救急指定病院等は「24 時間体制」が必要である。これらの課題実現の

ため、日病薬と連携しながら進めていきたい。 
 
2． 長期実務実習受入体制の整備と認定実務実習指導薬剤師の養成 
長年の懸案だった薬学教育 6 年制が平成 18 年 4 月にスタートし、平成２２年には長期実務実

習が始まる。県内では 29 施設で年間 90 名の薬学生の長期実習受入が可能との調査結果が出て

いる。18 年度は、16 名がワークショップを受講し、今年度中に認定実務実習指導薬剤師が誕生

すると思われる。平成 19 年度は、秋田県でワークショップ開催が予定されており、タスクフォ

ースの養成も急務である。認定実務実習指導薬剤師は長期実習受入可能施設で最低 1 名養成し

たい。また、県北、中央、県南のブロック別にグループ実習受入についての具体的な検討を行

ないたい。 
 
3． 専門薬剤師養成に対するり組み 
日病薬では平成 18 年度に「がん専門薬剤師」41 名、「感染制御専門薬剤師」52 名を認定した。

精神科領域やＨＩＶに関する専門薬剤師認定制度についても引き続き検討されている。 
がん専門薬剤に関しては、3 ヶ月間指定病院での研修を修了し、認定試験に合格した者に「が

ん薬物療法認定薬剤師」の資格を与える 2 段階の制度が発足した。専門薬剤師を目指すには、

高度な知識と技術の習得が必要である。19 年度は 1 人でも多くの「がん専門薬剤師」、「がん薬

物療法認定薬剤師」及び「感染制御専門薬剤師」の認定を目指し、研修会等の充実を計ってい

きたい。 
 
4． 生涯教育・研修活動の推進 
医療の進歩は目覚しく、薬剤師も日々研鑽しなければ取り残されてしまう時代である。今年

度も、「会員発表を取り入れた臨床薬学研究会」、「卒後研修会（県薬と共催）」、「学術講演会」、

「斬る会」及び「生涯研修会（5 回）」を開催していきたい。また、製薬メーカーと共催の学術

講演会等も積極的に開催し、会員に少しでも多くの研修の機会を提供していきたい。 
 
5． 薬－薬連携の推進 
医療法が改正され、調剤薬局が医療提供施設として位置づけられた。また、在宅医療を推し進

める医療政策の転換も行なわれ、今後益々保険薬局との連携が重要になってくると思われる。

患者の薬物療法を入院から在宅までトータルで管理していくには、当面は「お薬手帳」の活用

が有用と考えられる。今年度も昨年度と同様、院内処方外来患者や退院患者に対して「お薬手

帳」を積極的に配布していきたい。また、医療情報の共有も必要であり、病薬主催の講演会及

び研修会等に積極的に保険薬局の薬剤師の参加を呼びかけていきたい。 


